




































速中性子線（平均エネルギー2.3 MeV）0.97 Gy または 137Cs γ 線 4 Gy を全身に 1 回照射し
た、被ばく線量の高い実験群に発生した乳癌を解析に用いた。また、非照射群に発生した乳

















いて、5 番染色体の一部の領域に DNA コピー数の減少が観察されることが分かった。これ
らの結果から、中性子線および γ 線被ばくではルミナル型に分類される性質を持った乳癌
が発生しやすいこと、発がんに至るメカニズムとして、細胞周期や細胞増殖の調節機能を持
つ遺伝子の機能欠損が重要な働きをしている可能性が示唆された。さらに、放射線照射群に
発生した乳癌に特徴的なゲノム異常が存在する可能性が示唆された。 
以上の結果から、中性子線およびγ線誘発ラット乳癌はルミナル型の特徴を持つ傾向に
あること、また放射線誘発ラット乳癌に特徴的なゲノム変異による発がんメカニズムが存
在する可能性が示唆された。本研究は、中性子線誘発乳癌における病理学的特徴およびゲノ
ム変異を示した最初の報告である。 
 
